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３．事業の実施状況 

No.3  

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

事業名 病床機能分化・連携基盤整備事業 
【総事業費】 

5,120,599千円 

事業の対象と

なる区域 
佐久、上小、諏訪、飯伊、松本、北信 

事業の期間 
平成28年４月～平成29年3月 

□継続 ／ ☑終了（ただし、今後継続して事業実施する場合がある。） 

事業の目標 
・急性期から回復期、在宅医療に至るまで円滑な患者の移行と在宅復帰の推進 

・住み慣れた地域で安心して必要な医療介護サービスを受けられる体制の実現 

事業の達成状

況 

（平成28年度） 

 ○回復期病床46床への転換 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

⑴ 事業の有効性 

  地域全体で医療を支える体制を整えるため、回復期病床への転換、患者の

在宅復帰支援に要する施設改修等を支援し、病床機能の見直しが進められた。 

⑵ 事業の効率性 

  転換前の病床の改修、転換後の機器等の整備を一括して行うことにより、 

 効率的な執行ができたと考える。 

その他 
在宅復帰、地域移行を推進するため、引き続き病院の自主的な取り組みを支

援していく。 
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No.34 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 
女性薬剤師等復職支援事業 

【総事業費】 

3,268千円 

事業の対象と

なる区域 
県全域 

事業の期間 平成28年９月16日～平成29年３月31日 

□継続 ／ ☑終了 

事業の目標 （平成28年度） 

潜在薬剤師の活用を図り、県内の病院・薬局等における適正な薬剤師を確保

するとともに、主に女性の社会復帰を促す。 

事業の達成状

況 

（平成28年度） 

 適正な薬剤師の配置を確保する基盤を整備できた。 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

⑴ 事業の有効性 

  潜在薬剤師、特に女性薬剤師の復職支援実施方法の検討等ができ、次年度

事業への準備ができた。 

⑵ 事業の効率性  

  県薬剤師会に委託することにより、全県的な取組みを行うことができた。 

その他  
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No.40 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 
看護師資質向上支援事業 

【総事業費】 

3,299千円 

事業の対象と

なる区域 
上小、上伊那、飯伊、松本、長野 

事業の期間 平成28年４月16日～平成29年３月31日 

□継続 ／ ☑終了（ただし、今後継続して事業実施する場合がある。） 

事業の目標 （平成28年度） 

研修実施医療機関 ７医療機関 

事業の達成状

況 

（平成28年度） 

研修実施医療機関 ７医療機関 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

⑴ 事業の有効性 

  救命救急処置を迅速かつ的確に行うため、ACLS研修等の受講に対して支援

を行い、医療従事者の救命救急処置技能の向上が図られた。 

⑵ 事業の効率性 

  資格取得者の増加のため、講師を病院に招聘し研修を行う場合は受講料だ

けでなく講師謝金も補助対象とした。 

その他  
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No.50 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 
医療従事者勤務環境改善施設設備整備事業 

【総事業費】 

469,990千円 

事業の対象と

なる区域 
諏訪、松本 

事業の期間 平成26年12月19日～平成30年３月31日 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 医療従事者の働き方や休み方の改善の促進 

医療従事者の定着促進と離職防止 

事業の達成状

況 

（平成28年度） 

医局スペースの改修      １病院（平成28～29年度複数年事業） 

診断書作成支援システムの整備 １病院 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

⑴ 事業の有効性 

勤務医の負担軽減のための業務支援システムや執務室の改修を通じて、勤

務環境の改善ひいては患者サービスの向上に資することができた。 

⑵ 事業の効率性 

全国的に不足している病理医の離職防止対策は、新規の医師確保と比べて

費用対効果の面で優れると考えており、実情に即した効率的な対策となって

いると思慮。 

その他   

 

 

 


